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スケジュール
13:00～13:30
「絶対無からの構築」
前野 隆司
13:30- 14:00
「政治哲学と東西哲学の統合化」
小林 正弥
14:00- 15:00 クロストーク
15:00- 16:00 質疑応答
司会：野田 武志 （(有)オール・アズ・ワン）
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「指を動かそう」と意図する実験
１ 筋肉への指令が発せられる瞬間
（運動準備電位）←脳に電極
２ 「動かそう」と意図する瞬間

結果：
１は２よりも
０.３５秒
早い！
「自由意志」
は幻想！

Ｂｙ
B. Libet
1983



意識は受動的

学習・記憶

感覚

言語

運動

行動

「私」（意識）

無意識
（小びとたち）

〈私〉注意

脳

情

知

意

想起

知覚 運動データ
処理

記憶データ
処理

記憶

非宣言的
記憶

エピソード
記憶

意味
記憶

自己意識

順モデル(こうやればこうなる)

逆モデル(こうなるためにはこうすればいいはず)

原因→結果

結果→原因

受動的な

外界

意識知情意の
幻想体験
＝並列分散
処理を適切
なタイミング
で直列体験
（追体験）

エピソード記憶
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「意識」がすべてを
コントロールする
従来の心の
モデル

「意識」は
「無意識」の結果を
見ているだけと
考える

新しい心のモデル
（受動意識仮説）

イシキ統合・統括

エピソード
記憶
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会社にたとえると?

統合・統括

エピソード
記憶

ワンマン社長

社史編纂室長
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社会にたとえると?

独裁政治

民主主義
多数決

統合・統括

エピソード
記憶
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私

知情意

意識

脳

聴覚

視覚

嗅覚

触覚

言語

運動

行動

「意識」が世界の
中心にいる
従来の心の
モデル
（心の天動説）

＝心は世界の
中心
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「意識」は
脇役に過ぎず、
身体が世界と
つながっていて、
「無意識」の
自立分散的
情報処理によって
ボトムアップに
行動の元型が
作られると考える
心のモデル
（受動意識仮説）
（心の地動説）
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無我とは？
私はない？ ＝無我
私ではない？ ＝非我
（『ブッダ論理学五つの難問）』
石飛道子（講談社選書メチエ、
２００５年）

私はない
（無我）

私ではない
（非我）

＝現象的意識は
幻想

＝機能的意識は
無意識の小びと
の結果に追従

ブッダ 前野



心（意識）は幻想である。

逃げ水と同じく、ありありと
実在するように思えるが、
実はないようなものである。



ニヒリズムである。

私たちは、生き生きと生きてい
るように感じるが、実は最初か
ら死んでいるようなものである。



諸法無我である。

私たちは「欲」を持って
いるようであるが、そ
れも実は幻想である。



では、どうせ死ぬんだから、
イノベーションは不要か？

NO．ゼロ（無）からの
創造という自由。



むしろ、「どうせみんな
死ぬ」ことに比べれば
何も恐るるにたりない。

ゼロ（無）からの
創造という自由。
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もともとは西洋も
東洋もなかった。
役割分担（要素
還元）主義もな
かった。

西洋で発明された
役割分担（要素還
元）主義が近代西
洋型進歩至上主
義につながった。

近代西洋型進歩
至上主義・役割
分担（要素還元）
主義が世界を席
巻。

近代西洋型進歩
至上主義では環
境・南北・紛争問
題を解決できない
ことが明らかに。
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つまり、東洋思想の基本は
無、空ではないか。
無：老荘思想
空：仏教・・・悟り
武道、華道、茶道・・・

（儒教や神道もあるが、
それは置いておいて。）



無・空からの創造
無・空からの楽観
無・空からのポジティブ
つまり、無・空は、近代西洋的な
二項対立図式：
（進歩と停滞、中と外、自他、善悪）
を超越するところから始まる。

近代西洋は、論理に縛られていて
そこから出られないのでは？



前野と小林の違い：

前野：無・空からの創造・楽観（東洋流）
Æ倫理

小林：公共哲学（西洋の哲学）＝美徳

つまり、前野は根源までさかのぼって
やっと美徳や利他へいくのに、どうして
公共哲学はポーンと美徳へ行けるのか？
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